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お 茶 大家 政　　 伊 藤　 秋 子

1. 家 計 に 影 響 を与 え る要 因 とし て所 得 と と も に 大 き

な力 を 持 つ 世 帯 構 造 の 変 動 と， 変 動 を も た らす 要 因 につ

い て 考 察 す る。

2.     (1) 材 料 は 主 とし て 国 勢 調 査 結 果 を用 い る。(2)

世 帯 構造 とし て は 世 帯 人 員 数 と核 家 族 世 帯 の割 合 に焦 点

を 置 く。(3) 世 帯 構 造 変 動 の 要 因 をみ る た めに は 相 関 分

析を 行 な ‰

3.     （1)    time series に よ る分 析 の結 果 ，昭 和5,   25,

30,   35,   40年 の 国 勢調 査 結 果 に よる と世 帯 人 員 数 は35 年

か ら 急激 に 縮 小し た 。(2)  space series に よ る分 析 の結

果 ， 先 進 地 域 で は 世帯 人 員 数 は 小 さ く， 後 進 地 域 は 大 き

い とい う一 般 傾向 が あ る。 し か しニ 後進 地 域 は 東 北 地 方

の タイ プ と鹿 児 島 県 を代 表 と す る タ イ プ の つ に 分 け ら れ

る 。(3) 世 帯 人 員 数 縮 小 の要 因　 世 帯 数 の 増 加 率 が人 口

増 加 率 よ り も 大 き い の は ，家 族 の核 分 解 に よ る とこ ろ と

考 え られ る。 核 家 族 数 の全 普 通 世帯 数 に 対 す る 割 合 を大

正9, 昭 和35,   40 年 と み てい く と著し く大 き くな っ た。

ま た， 世 帯 人 員 数 に影 響 を 与 え る と み られ る 要 因 の うち

資 料 の得 ら れ る も の に つい て 重 相 関 分 析 を 行 な う と， 第

１次産業の影響が比較的大きく，世帯規模は社会の基本

構造に依存ナるところが大きいと考えられる。


